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ライザー掘削船とジョイデスレゾリューション級の掘削研究船を併用したより大規模な国際深海掘削計画（Ｉ
ＯＤＰ）の推進は、学術研究、技術開発、人材育成の面で、我が国の地球科学および関連科学技術分野の発展に
大きな貢献をすることが期待できる。

地球システムの成り立ちと挙動を理解し、その変動予測を行なうことは地球科学に課せられた使命であり、我
が国が提案しているライザー掘削船を用いた深海掘削計画の推進は、そのための重要な方策の１つである。ライ
ザー掘削船の建造に関しては科学技術庁および海洋科学技術センターが中心となり、現在、２００４年からの試
験航海に向けて基本設計の段階に入っている。

１９９６年のＣＯＮＣＯＲＤ会議によって、ライザー掘削船を用いた深海掘削計画の科学目標について討議さ
れ、プレート沈み込み境界での巨大地震発生帯を直接掘削することが第１目標とされた。その間、世界の研究者
の中から、２００３年以降の計画に関して、ライザー掘削船だけではなく、現在使用しているジョイデスレゾリ
ューション級の掘削研究船も併用したより大規模な国際深海掘削計画を推進すべきであるとの声が高まった。こ
れを統合国際深海掘削計画（ＩＯＤＰ）と呼ぶ。

ＩＯＤＰ計画の推進を考える場合に、それが我が国の科学技術にどのような貢献をするのか、明確にしなけ
ればならない。すなわち計画の目標とすることと計画運営体制に整合性がなければ、目標の達成はおぼつかない
からである。ＩＯＤＰの目標は次のようにまとめることができる。

１）学術研究とくに地球科学、環境科学、生物学への貢献
２）先端地球探査技術開発
３）２１世紀を担う科学、技術、科学技術行政の人材育成
４）社会的要請への貢献
５）国際協力・国際貢献

ＩＯＤＰは、ライザー掘削船の建造だけでなく、それを使って新しい学問領域を開拓し、我が国の科学技術
の推進に貢献することを目標としている。その中核となるものは学術研究、技術開発、人材育成、計画運営の一
体化した推進である。これは国際的に通用する新しい科学技術推進システムを作ろうとする試みでもあり、ＩＯ
ＤＰの推進は、我が国の地球科学および関連科学技術分野の発展に今後、大きな貢献をすることが期待できる。


